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各部のなまえとはたらき

安全＆便利な機能について
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各部品
フタ

注入口

カッター部

カッター

容器

本体

軸
電源コード

電源プラグ

つまみ

ロック部

●安全設計

●清潔設計

●離乳食からおやつづくりまで

スイッチ



安全のために必ずお守りください
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警告

注意
絵表示の例

警 告（感電・発火・けがを防ぐために）

いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りください。



安全のために必ずお守りください
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食器洗い乾燥機の使用、煮沸消毒、電子レンジ加熱、冷凍保存はできません。

注 意（感電・火災・けがを防ぐために）

注 意（事故・けがを防ぐために）

お願い



安全のために必ずお守りください
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警 告（感電・発火・けがを防ぐために）



ご使用方法
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1.容器、フタ、カッター部をきれいに洗う。カッターを洗う時は、刃
先に手を当てないでつま
みを持って洗う。

2.水滴をふきとる。

3.材料を切る。

４.容器を本体にセットする。

警告使用準備

容器・フタの外まわりはき
れいにふいてください。

下記のような食品は、カッタ
ーの刃や容器を傷めたりモー
ターに負担がかかり故障の原
因になりますので、使わない
でください。

お願い

お願い

安全機能
容器をきっちりセットしない
とスイッチが入りません。

などの外皮）



ご使用方法
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材料は、容器の1/3以上入れ
　ないでください。

警告
カッター部の刃を直接手で
持たない。

お願い

お願い

つまみを持って
取りつける

材料を入れる

材料は容器の
1/3以上入れない。

片手で本体を押さえながらフタをまわす。

安全機能
フタをきっちりセットしない
とスイッチが入りません。

本体の　印とフタ
の　印が合ってい
るか確認する。

△

△しめる
はず
す

6.材料を入れ、フタをする。

ロック部を手前に
して容器にのせる

5.カッター部を取り付ける。

しめる

は
ず
す

●カチッと音がしてまわらなく
　なるまでフタをまわしてくだ
　さい。
●材料を入れない状態で空ま
　わしはしないでください。



ご使用方法
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8.スイッチを押す。
●運転中はフタを開けない。
●容器の中にスプーンやはし等
　の食品以外のものを入れ て
　運転しない。

警告

●定格時間（3分）以上の連続使用しない。

運転が完全に止まってから フ
タをはずし、必ずカッター 部
を取り出してください。

注意

注意

お知らせ

●濡れた手で電源プラグを差し
　込まない。

●定格15Ａ以上のコンセン ト
　を単独で使う。

7.電源を入れる。 警告

つまみを持って
取り出す

●運転中に移動させない。

9.でき上がったら、カッター部をはずし
　材料を取り出す。

●運転中に注入口からはし等の食
　品以外のものを入れない。

注入口はサラダ
油や調味料など
の液体を入れる
のにご使用くだ
さい



用途別ご使用方法
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● 材 料 ●
キャベツ・ピーマン・
さつまいも・ニンジ
ン・玉ネギ・大根など

● 材 料 ●
固形チーズ・りんご・
白身魚・鳥肉・ミンチ
など

● 材 料 ●
サラダ油・調味料・
香りづけの野菜など

下記のような食品は、カッターの刃を傷めたりモーターに負担がかか
り故障の原因になりますので、使わないでください。

野菜のみじん切り

チーズや白身魚をきざむ

ドレッシングやタレをつくる

ご使用できない材料

冷凍食品・氷・乾物類（大
豆・だし昆布など）・乾燥
したパン・干ししいたけ・
棒だら・するめなど

納豆・長芋・やま
と芋・つくね芋・じ
ねんじょなど

柑橘類（レモ
ン・オレンジな
どの外皮）
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お手入れ・保管方法

仕様

濡れた手で電源プラグを抜かない。
警告

必ず電源プラグを持って抜く。
注意

本体を水につけたり、水をか
けたりしない。

警告

警告

警告

刃先に手を当てない。つまみ
を持って洗う。

お子様の手の届くところで
保管しない。

お手入れ

保 管

本体

カッター部

容器・フタ

水分をよく拭き
とり乾かす

つまみを
持って

よく絞った
ふきんで
拭きとる

シンナー類、たわし、ベンジ
ン、みがき粉などは表面を傷
つけますから使わないでくだ

お願い
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故障かな？と思ったときは 

警告 お客様自身で改造・分解・修理をしないでください。
（発火・感電・けがをする恐れがあります。）


